





The Compliments of Practitioner in DLA<Reading>
─　Focus on the number of practice of DLA　─
Ryota Nagata
Abstract: This study clarified that the practitioner’s compliments change, as the number of 
practice increases. By analyzing the practitioner’s compliments in dialogic language assessment 
(DLA), this paper revealed the following points: 1) Japanese practitioner praises more than 
foreign practitioner. 2) Both Japanese practitioner and foreign practitioner, the percentage of 
the “evaluation compliments” keeps decreasing, as the number of practice of DLA increases. 
On the other hand, the “emotional compliments” keeps increasing, as the number of practice of 
DLA increases. 3) Both Japanese practitioner and foreign practitioner, the kind of compliments 
is different depending on the grades of the target child. 4) Both Japanese practitioner and 
foreign practitioner, the percentage of the compliments keeps increasing in the speciﬁ c aspects 
of discourse processing. This research shows us that in both Japanese practitioner and foreign 
practitioner, their consciousness change from “evaluation person” to “dialogist” as the number of 
practice of DLA increases.
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　日本人実施者 A・B においては，DLA ＜読む＞を
繰り返し行うことで，いずれも「評価」の割合が減少
しているのに対して「感情」の「ほめ」の割合が高くなっ
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ら，DLA ＜話す＞と DLA ＜読む＞という DLA の種
類にかかわらず，「ほめ」が談話展開に関わることが
示唆される。
５．まとめと今後の課題
　本研究では，高学年を対象とした DLA ＜読む＞の
対話のデータに見られる実施者の「ほめ」について，
DLA の実施回数が増えるにつれて「ほめ」がどのよ
うに変化するかを日本人実施者と外国人実施者という
属性の違いに着目して明らかにした。本研究で明らか
になったことを以下にまとめる。
Ⅰ．日本人実施者では DLA の実施回数が増えるにつ
れて「ほめ」が増加するが，外国人実施者では減少
する。
Ⅱ．「ほめ」の種類に関して，外国人実施者は「評価」
の「ほめ」が顕著に多い。
Ⅲ．日本人実施者においても外国人実施者においても，
DLA の実施回数が増えるにつれて「評価」の「ほめ」
の割合が減少する一方で，「感情」の「ほめ」が増
加する。
Ⅳ．日本人実施者においても外国人実施者においても，
対象児童の学年によって用いられる「ほめ」の種類
が異なる。
Ⅴ．日本人実施者においても外国人実施者においても，
実施回数が増加するにつれて，DLA ＜読む＞の「話
し合いましょう」において「ほめ」の割合が増加する。
　本研究で明らかになったように，日本人実施者にお
いても外国人実施者においても，DLA の実施回数が
増加するにつれて「ほめ」に変化が見られる。特に，
「評価」の割合が減少して「感情」の「ほめ」の割合
が増加することは注目すべきであろう。このような結
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果から，実施回数の増加に伴って「評価者」としての
関わり方から「対話者」としての関わり方に意識の変
化が生じていることが推察される。また，そのような
関わり方の変化は「話し合いましょう」という談話の
特定の局面で生じていることも本研究において明らか
になった。
　一方で，実施回数が増加するにつれて，日本人実施
者では「ほめ」が増加するのに対して外国人実施者で
は減少するなど違いも見られた。これらの違いが何に
起因するのか，また，「ほめ」の出現数を通して示唆
された「評価者」から「対話者」へという関わり方の
変容は実施者自身の意識の上でも見られるのかについ
て，さらに検討する必要がある。いずれも今後の課題
としたい。
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